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第三期 大野市環境基本計画の基本目標
国際的、全国的な取組等

①自然との共生社会の形成

先人から受け継がれてきた豊かな自
然を、市民一人ひとりの力によって次
世代へと守り伝えるとともに、その恵み
を地域の発展に活用するなど、自然と
経済活動の調和のとれた社会を目指
します

②低炭素社会の実現

脱炭素社会（ゼロカーボン）を見据え、
省エネルギーの取組や再生可能エネ
ルギーの利用などにより、低炭素型の
エコライフや事業活動が定着した社会
を目指します
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重点的に取り組む施策

各分野の具体的な取組

③資源循環型社会の構築

３Ｒ（リデュース：発生抑制、リユース：
再使用、リサイクル：再利用）活動を通
じて廃棄物の減量化と資源化に取り組
む資源循環型の社会を目指します

④快適な生活環境の保全

大気・水・土壌などを良好な状態に保
ちつつ、大野らしい歴史的資産や自然
景観に囲まれた、安心・安全で快適に
暮らせる生活環境を目指します

⑤総合的な取組の推進

持続可能な開発のための教育（ESD）
や、市民協働による地域の特性をいか
した環境学習や保全の取組を促進す
るとともに、環境に関する情報の収集
と共有化を推進します

基本目標達成のために、５年間で優先的に取
り組む施策

基本目標を踏まえ、かつ、
基本的視点に即し設定

環境像『水循環共生都市 越前おおの』を実現するための基本目標
持続可能な開発目標（SDGs）
地球温暖化対策（ゼロカーボン）

海洋プラスチック問題

地域循環共生圏の実現

数値目標

福井県の取組等

福井県環境基本計画（2018）
六呂師高原の学びと体験の拠点化

福井県長期ビジョン（2020）
2050年までにゼロカーボンを目指す

市の変化

人口減少、少子化、高齢化の進展

中縦、新幹線、重点道の駅「荒島の郷」

第六次大野市総合計画

「くらし環境分野」

豊かな自然の中で快適に暮らせるまち

第二期計画の検証

大気、水など環境基準はおおむね良好

生活様式の変化や自然環境の変容に

より「大野の自然」に触れ合う機会が減少

市民１人１日当たりのごみ排出量が増加傾向

アンケート結果

関心の高い環境問題

地下水関連、ごみ問題、地球温暖化

意識改革は進んでいる

⇒次のステップは各主体の具体的行動の実行 2

現在審議中
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